
第 2章京都大学本部構内 AW27 区の発掘調査

五十川伸矢千葉豊伊東隆夫

調査の概要

調査を実施した AW27 区は，京都大学本部構内の中央部にあたり，吉田山西麓の北白

川扇状地の扇央部に位置する（同版卜181 ）。周辺では，これまでに本調査区の東側に隣

接する AW28 医（57 地点）, AX27 区（90 地点）の発掘調査で，明治20 (1887 ）年に第三高

等中学校がこの地に設置されたため寸断された向川道の道路遺構を検出している。今回の

調査区でも南端において白川道の路而や轍を検出したほか土器溜や溝などの中世の遺構

を検出した。調査期間は 1987 年ll月16 日～ 1988 年 3月31 H，調査而積は 1604m2 である。

第6節を木材研究所教授伊東隆夫が担当し，その他を五十川と子葉が分担執筆した。

2 層位

本調査区一帝は，標高が北端で 60.4m, 南端で 59.5m を示し，北東から市丙にかけて

ゆるやかに傾斜する。中央畔の層位を図4に示す。弥生中則以降の堆積層は，基本的に上

から表土・撹乱（第 l層），暗以色士（第 2層），茶褐色土（第 3層），黄色砂磯（第 4

層），黒褐色土（第 5層），暗掲色土（第 6層）となっている。暗灰色土は近世の耕作土，

茶褐色土は 13 世紀を中心とする遺物を合む。黄色砂礁は花両岩を中心とし淘汰されておら

ず，北東から南西にむかつて帯状に堆積している。遺物をほとんど含んでいないが，おそ

らく中世に洪水があり，旧白川の一支流によって運ばれてここに堆積したものであろう。

黒褐色土には平安時代の遺物が含まれている。この黒褐色土の上面で，溝や土坑などの中

世の遺構の多くを検出した。暗褐色土は以下の黄色砂と上の黒禍色土のi斬移層である。な

お，黒褐色土，黄色砂磯，茶禍色土などからは，縄丈土器と弥生土器が少量出土した。

それ以下の層位は，調査区中央部の X = 1765 付近を境に北側と南側で異なる。南側は

陪褐色土の下に黄色砂（第10 層）が厚く堆積している。この黄色砂は京都大学吉田キャン

パスの存在する古田山北一酉麓一帯に広く分布し 弥生前期末～中期l初頭ごろに堆積した

ことが，これまでの調査で確かめられている。この黄色砂の上面で，樹木の根の痕跡とみ

られる落ち込み（風倒木痕）を 5 ケ所検出した。一方，北側では暗禍色土のドに白色砂 l

（第 7層），黄色シルト（第8層），茶褐色粘質土（第9層）が堆積している。この一帯は
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京都大学本部構内 AW27 医の発帰調合
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図4 調査l丘中央南北畔の層位縮尺 1/80

黄色砂が堆積する以前に河川によって削平された凹地に湿地が形成されヲその後中世には

完全に埋積したものと推定できる。黄色砂の下には暗褐色砂質土（第 ll層），白色砂 2

（第12 層）が堆積する。暗褐色土以下の土層は，無遺物である。
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縄文・弥生時代の遺物

3 縄文・弥生時代の遺物

縄文・弥生時代に属する土器・石器が黒褐色土，黄色砂際，茶褐色土などから整理箱 l

箱分出土した。時期判別の可能な資料について説明を加える（凶版 6，図 5-7 ）。

縄文中期の土器 (I2～ Is) l 2は船元 I ・ II式に特徴的な撚りのゆるい縄文を縦

走させる。 13 は船元田式で縄文地に弧状の沈線を施す。 l4 は船元町式。条が深・浅・

深となる縄巻縄文j也に半裁竹管で波状丈，弧線丈を描き，口縁内而にも縄文を施してい

る。 I5 は地に撚糸丈を施す。黒木H式。 16 ～ Is は北白JIIC式。 I 7は橋状の把手をも

っ。 18 は底部で直線的に京ち上がる。

縄文後期の土器 (I1 ・ I 9～ I 17) I 9 は口縁部を内外に肥厚させて沈線を巡らし，

沈線と外側端部の問に縄文を施す。型式学的に，福田 K2 式の口縁部形態の退化形と考え

られ，北白川上層式に先行する縁帯丈土器である。 I 10 は口縁部に 2条の沈線を施す。口

縁内面がわずかに肥厚する。器面は劣化が著しいが，頚部に縄文が観察される。北白川上

層式 l期。 l 1 lは縄文地に沈線で三角形の文様を描く。北白川上層式 l期の関東系深鉢で

ある。 I 12 ・I 13 は北白川上層式 2期の胴部資料。 I 12 は沈線を 2条以上横走させ，縄文

を充填する。 I 13 は斜格子丈を描いている。 I I は北白川上層式 3期の口縁部が「く」字

状に屈山する浅鉢。口径約 31 cm をはかる。口縁部に4条の沈線を施し，部分的に沈線

の末端を折り曲げて対向させている。縄文を充填し，中央部分は丁寧に磨り消している。口

辱部は白一取りし，器面は内外とも磨いている。 I 14は口縁内面に沈線を施し，口縁端部と

の聞に刻みを加える。後期後葉の元住吉山式。 I 15 ～ I 17 は後期に属する無文相製士器。

I 18 ・I19 は後期に属する底部。いずれもいったん上方へ立ち上がってから外に聞く。

縄文晩期の土器 (I20 ・I 21) 両例とも晩期終末の凸帝丈士器。 120 は口縁よりや

や下がった位置に凸帯を貼りつけ， 0字刻みを施す。口縁端部は｝自i取る。 l21 は胴部破片
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図 5 縄文後期の土器（ II)
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京都大学本部構内 AW27 区の発掘調査
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図 6 縄文中期の土器（ I 2- Is ），縄文後期の土器 (l 9- I 19 ），縄文晩期の土器
( I 20 ・I21 ），弥生前期の土器（I 22- I 24 ），弥生中期の土器（ I 25) 縮尺 1/3
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縄文・弥生時代の遺物

図 7 尖頭6/f(I 26 ），石斧（ I 27) 
縮尺 1/2
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弥生前期の土器 (I22- I 24) I 22 ～I I3 は壷形土器。 I 22 は5条以上の沈線を加

え，胴上部には右下がりの刷毛目を施す。 I23 は l条以上の沈線を加えている。 I24 は口

頚部を内外面とも箆磨きし，局部以下に刷毛日調整を施す。

弥生中期の土器（ I 25) 櫛描直線丈を施す壷。

11 器 (I26 ・l27) 縄文・弥生時代の石器として，尖頭器および定角式磨製石

斧が各 l点出土した。 I26 はサヌカイト製。尖端部をわずかに欠失し，現存長 6.0cm を

はかる。表面の一部に自然而を残し，中央から尖端部側のi向縁に細部調整を両而に施して

いる。山中一郎の石器の定義によれば向一面調整の尖頭器と呼ぴうるものである〔［lJ 中78 〕。

I 27 は定角式磨製石斧。全面を丁寧に研磨している。刃部には使用によるメjつぶれが認め

られ，基部を欠損する。裏面は，メJ部｛日IJ から使用時における剥離が広く認められる。

本部構内では，縄文後・晩期，弥生前期に属する土器は A丁目区の試掘調査〔吉野80 〕，

96地点〔京大埋丈研81bp. 2〕の)I ：合調査で出土していたが，今回はじめて縄文中期lに属

する土器が検出された。また，本調査区出土の縄文・弥生時代の遺物は，層位的には北白

川扇状地の鍵層で弥生前期末～中期初頭ごろの堆積層と考えられる黄色砂よりも上の十ー層

中に合まれていたものである。黄色砂より下層では遺物が確認されなかったため，これら

の遺物は周辺地区からの流れ込みによって二次堆積したものと理解できる。中世の洪水堆

積と考えられる黄色砂礁は，北東から南西にむかう流路の方向を示しており，地形の起伏

から判断して，これらの遺物は東～北東方ーからの流れ込みである可能性が高い。土器は磨

滅したものもあるが，全体的に遺存状況は良いため，本部構内束南隅から占田山西麓にか

けて推定される縄文晩期から弥生前期の遺跡のほかに，本調査区周辺地域，とくに東一北

東方にかけての－帯に，縄文・弥生時代の集落の存在を推定することができる。
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京都火J手本部構内 A＇へ＇27 ix：，の発掘調資

4 E：ド世の遺跡

(1) 中世の遺構 2 ・3, [i辺8 ・9)

中般の遺構には， i者SI)2・ ～SD5 ，柵 SA トィSA3 ，土.t:iC SK 1～ SK7, 1,1! 三石遺構 SXI などが

ある。

議 SD2 ～ SD5 SD2 とSD3 は黄色砂線上掃で総おした。ほほ平打し，多少能行する

よりやや東に絞る方位を泌す。 SD4 とSD5 は黒褐色：史上而で検出した。

干ifの等高線のJifnJ に直交し東北東から阿南西にはし 60 SD4 から 15 世紀ごろの土締器織

が少量出土したほか，遺物はほとんど出土しなかったが，検出！吾位や組土の状況からゆ恢

の遺構と判断した。

袋署 SAi ～ SA3 ともに真北から東に 5-6° 振る方位を示し 柱間は 2m 前議。柱穴は

黒樹色1二上i似て、検出した。明瞭な柱あたりを示すーものはない。出土漬物から 13llb% 日ごろの

ものと考える。
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図 9 十ー坑 SK7 ・SKI ，集石遺構 SXI 縮尺1/30

土坑 SKI ～ SK7 SKI は東西約 l m ，南北約 1.5 m の楕円形の平山形を示し， 13 世紀

中葉ごろの土師器皿・椀，瓦器羽釜がIll士したo SK2 は東西約 0.5m ，市北約 l m の楕円

形の平副形を示し， 13 世紀中葉ごろの士師器皿・椀， 1L器羽釜，須恵器すり鉢，碁',f--jが/l¥ 

土した。 SK3 は幅約 2m ぅ深さ約 l m で調査区外に続く。市北にこれを切る小土坑をとも

ない， 13 世紀中葉ごろの土師器皿・椀，瓦器椀・鍋・羽釜・盤，青磁椀，白磁椀・皿，黄

袖陶器盤，貝殻，木炭，瓦，金銅製飾金具，鉄釘，鎚，鍬あるいは鋤の先端部分など多種

の遺物が大量に出土した。東に隣緩する AX28 区検出の土坑 SK51 〔五十川83 pp. 10 13) 

に，出土遺物の内容や年代が酷似し， SK3 とAX28 区の SK51 は，一連の大規模な廃棄坑

と考えてよいo SK4 は不整形の浅い土坑で， 13 世紀後葉ごろの土師器と瓦が出土したo

SK5 は直径約 3m の不整円形の平出形で，すり鉢状の土坑である。花尚岩の小磯， 13 世

紀後葉ごろの土師器皿・椀が出土した。 SK6 は不整円形の浅い土坑。 13 世紀中一後葉ご

ろの遺物が少量出土したo SK7 は，一辺が約 0.8m の隅丸方形の掘形を示し，深さは約

0.5mo 底部から土師器皿・壷と丸瓦がほぼ完形で出土した。病院構内 AJ19 区の SK6 〔五

十川・浜崎・伊東89 p. 17 〕に類似し， 13 世紀中葉ごろの墓あるいは祭記に関連する遺構

であろう。

集石遺構 SXl 土坑 SK2 のすぐ両側に位置し，東西約 l m, ・1郭北約 lm の範岡に，

こぶし大の石が50 個ほど一面に集中する。集石の下には明確な掘形もなく， fその性格は明

らかではない。以上のように，本調査区の中世の遺構は， 13 世紀の中・後葉に集中する年

代を示すもので構成されている。
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京都火ヴ：＊i'rfi 構内 AW27P 互の発掘識を

(2) 中世的漬物（図版 7 ・a,r支］ 11 ～ I 7) 

ーヨニ坑をや心に整甥箱詰 100 杯分の遺物が出土した。以下， SKI-SK5 ・SK7 爪jニ遺物に

ついて説明する。

SKI 出土遺物 (I 28 ～ I 34) I 28 ～ Iおは二上師iifo I 29 は灰白色， その他はさ主主褐色

をそれぞれ呈する0 I 2s ・130 ～ l 33 は l設撫で面取り手法の Ds 類のJill, I 29 は同じく

D5 頬の機である〔宇野8I)o I 34 は瓦捺；＇］；］ミを。鍔は上方に傾き 口綾部は大きく内f壊す

る。外出には指の医療が捻るが，向島ーは誠司2日を撫マによって消している。中世京都 I期

中段階ごろの炎料である。

SK7 出土遺物 (I 35 ～ l'.,7 ・1120) l3'i ・I36は土続器Jlllo ともに 05 殺で，中u上
I晃IJ ,t 

いるが，外出には円形の粘土板の上に，左警告きに粘土級を巻き上げた痕跡が明擦に残る o

I 120,JJLko 主縁付きの形態を示し，出而には布日， l~面に縦方向の縄自詩I] き目

[UJ面｛磁の端縁と側縁は，ともに面取りしている。

SK2 出企遺物 (I 38 ～ I 4 7) I 38 ～ I 45 は太郎器限。すべて赤憾色を.~し， Do 類

る。中長そ京都 I期中段階のものである。 I 46 は］£器三足N き羽釜c 鍔は短く，口縁部

は大きく内傾する。外樹には指の！長狭を残し，内而はj羽毛おを撫でによって摘す。 147 は

須恵器すり鉢。体部はわずかに内湾し，口縁端部は少し上下に拡張する。体部の内面

仏外面は右上りの螺旋状の挽き白色 i表面には糸場決 このほかチャートを直

17mm ラ摩さ 7mm ，断面持円鮮に整形したものが i点出土した。碁の熊石であろう c

SK5 出土遺物 (I 48 ～ I 55 ・1 126 ・1 127 ・ I 129) I 48 ～ I 55 はこ川市器C I 49 は

灰白色，その｛むは赤褐色をそれぞれ唱する。 I48 ・I52 ～ I 55 はi投撫で面取り手法 Ds

効：の原l, I 49 ，まの5頬の擁。ま I 50 は Du I 51 は九頚のそれぞれllllごある。 llll

のうち D ，類が44%, D6 類が32%, E1 類が24% をしめ，これらは中段京都I期新段階の

資料と考えられる。 I126 ・i 127 は鉄釘。 I126 は頭部を U 字形に妨げる。 I129 は鉄製の

議。向先端に大小があり，小先端の義語は丸昧を帯びている。

SK4W± 遺物 (Ill6・ 11 i前 中i止京都 I恕新段階ごろと考えられる；士郎器llll • 

出土したほか，瓦がまとまってお土した。 l 116 は鋳鎖丈軒平瓦。折り泌げ造りに

よゐものである。 I 119 は平瓦。 jU ］而は布日が残札凸前il土縄日尽きをおこなって倒的iに

軽い撫・でを施す。四面繊の狭端縁に而取りがある。丸瓦には SK7/H 土の I 120 と法主義も製

作技術もまったく持じものが，はほ完形品で数｛間体ある。
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中阪の遺跡
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京都大学本部構内 AW27 灰の発掘調査

SK3 出土遺物（ I 56 ～ 1 115 ・I 117 ・I 118 ・I 121- I 125 ・I 128 ・I 130 ・I 131) 

I 56 ～ I 77は士師器。 J 56- I 62 は赤禍色を呈するmt, I 63- I 73 は以白色を呈する。 I

56 はU 径 16cm の山 A 皿。口縁部は l段撫で面取り手法 Ds 類。 I57 ～ l 59 は山 A I 。口

径は 13 cm にピークがある。］）4類が5.0%, Ds 類 (I57 ・ I 58 ）が47.7%, D5 類 (I

59 ）が47.8% を占める。 L60- I 62 は皿 A Il 。口径は 8-9cm にピークがあり， D＋類が

1%, Ds 類 (I60 ・I 61 ）が90%, D5 類（ 1 62 ）が 9 % である。 I63 は口径 15 cm の椀

A 皿。 Ds 類である。］ 64 ～ l 66 は椀A I 。口径は 13 cm にピークがあり，すべて Ds 類

である。 l67-J69 は椀 A Il 。口径は， 9cm にピークがあり，すべて Ds 類である。こ

れらの土師器皿・椀は，口縁部計測法で総計463.5 個体で，皿が93% ，椀が 7 % である。

T 70 は高杯。杯部と軸部の連結部は，粘土を加えた後，杯部内底面中央を直径 5mm 程

度押しこんでいる。 I71- I 73 は底部外面に回転による糸切痕を残す皿。内｜面，口縁部，

体部はすべて回転撫でによって仕上げる。 I74- I 77は受皿。赤褐色を呈するもの (I

74 ・I 75 ）は外径 8～ 9cm ，灰白色を呈するもの（ I 76 ・I77）は外径 8cm である。こ

れらの土師器は，中世京都 I期中段階ごろの良好な資料である。

I 78- I 81 は瓦器受皿。外径は 5 ～ 6cm で土師器受皿より小型で、ある。 I 82 ～ I 89 は

瓦器椀。 I 82 は口径 13 cm の大型の椀。口縁部外面に撫でを施すがH音文はない。｜付面に

は粗い螺旋状H古文を施す。橋本久和のいう国－2 に相当する〔橋本80 〕。 I 83 ～ l 89 は瓦器

の小型の椀。口径は 9-lOcm で体部に箆を押して輪花状にしている。口縁部内外面と休

部内耐には螺旋状H音丈を施す。また，見込み中央部に， I 83 は瓦器皿にみられるようなジ

グザク文様， T 84 は複雑な渦状丈様， I 85 は巴状文様， I 86 ～ I 89 は菊花状文様など，さ

まざまな意i丘の暗丈をそれぞれ施す。これらと器形および文様が類似するものの一例とし
ち守っ

て，京都市伏見区稲荷山経塚出土の錫製の「様子」がある〔岩井12 〕。この「様子」は，

輪花状の器形をなし，見込み中央部に巴丈を描いたものである。上にあげた瓦器の小型椀

は，こうした金属製品を模倣したものではないかと考える。

I 90 ～ I 93 は龍泉窯系青磁椀。 I90 は青緑色の紬調を示し，体部下端を回転箆削りして

いる。内外面とも無文で，横田・森田の分類では龍泉窯系青磁椀 I -1 に相当する〔横

田・森田 78 〕。 I91 ～ I 93 は鏑蓮弁丈を施し，青灰色の柚調を示す。横田・森田分類で龍

泉窯系青磁椀I5 ・ bである。これらは 13 世紀を代表する青磁である。 I94 は定窯系白磁

小椀。劃花蓮弁丈を内面に施し，口縁端部は露胎。本部構内 AT27 区発見の土墳墓 SK3

出土品〔五十川Slpp.26, 28 ）と酷似する o SK3 出十一品中では，やや古い年代を示すもの
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中世の遺跡

である。 I95 は白磁皿。輪花状に川凸をつける。口縁端部は露胎。 I96 は白鴎腕。口縁端

部はゆるやかに外折し，内I師に室I]花文を施す。 I 97 は青白磁蓋。天井部に均整な花弁を描

き印篭式に身にかぶせるようになっている。陶磁器には隣接する AX28 区の SK51 /l'i土品

と接合しうるものがある。

I 98 ～ I 100 は黄紬陶器盤。ともにJJ 台土は砂粒を多く合む。 I98 は口径 22cm 。口縁端

部は玉縁状をなし，日痕が残る。内面と外面上半に黄褐色の紬をかける。内而に鉄絵はみ

られなしミ。 I99 は口径が 34cmo 日縁端部は王縁状をなし，体部はややふくらむ。｜勺而か

ら体部上半に黄褐色の粕を厚くかけ，口縁部と内面に鉄絵の装飾がある。 U 縁部外面には

2条線，端凶iには三角形の丈様，体部内面下半には波状丈と直線文を施す。見込みには，

大きな 2重の同心PJ の中に， 4単位の 2煮の同心円を中心に交コえさせ，それぞれの中心に

長寿を祝う吉祥句の「福海書山」を宇字ずつ配する。円の交父部の内部などには葉様の装

飾を加える。底部中央は，長地をよくするため，多少上げ底にしてある。類例の少ない逸

品である。 I100 は口縁部と休部上半を欠くが， I 99 と同様の器形と推定できる。体部下

半には波状丈と円弧を描き，見込みには，円弧などを配 L，中央の花から十字形に葉が伸

びる意匠とみられる。

l IOI は瓦器羽釜。鍔が短く上方につきだし，日縁は内傾する。外而には指の！判長，内

而には刷毛目が残る。 I102 ・ I 103 は瓦器鍋。日縁部は屈曲が鋭く，蓋受けの部分が水平

である。 I 104 は土師質土器のすり鉢。口縁端面は外而と直角をなす。底部外前iを除く内

外出に，深い刷毛目を付しており，外面には指押えの痕跡、が残る。 I105 ・I106 は須恵器

すり鉢。 I105は体部がわず、かに｜付湾し，器~も厚いのに対し， I 106 は日縁端部は上下に

拡張している。 I 107 は）火紬系陶器すり鉢。 JJ 台土は砂粒を多く合み，日縁端部は丸い。底

部には箆削りを施す。 1 108 ・I 109 は低石。黄灰色の粘板岩製である。 I 110 は瓦器盤。

口縁は左右に拡張し，体部は少し外反する。底部と体部の境目に三足がつく，底値iに籾殻

の圧痕がつく。内而上手ーには煤が付着する。

I lll ・ I 112 は軒丸瓦。左回りの三巴の文様を付し，瓦当裏面に指の）王痕を残す。 I

113 ・I114 は折り曲げ造りによる剣頭文軒平瓦。瓦当面に布目が残っている。 I115 は珠

丈を配する軒平瓦。顎は低く 平瓦との接合部は ゆるやかな曲線を描き段を作らない。

I 117 ・ I 113 は平瓦。ともに［UJ 凸両面に糸切痕が残り，撫でによって整形しており， UIJき

を施した明瞭な痕跡がない。［llji1_1l 両面に離れ砂が付着する。 I 118 の広端而の中央部に

「十」の押印がある。
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京都大学本部構内 AW27 区の発掘調査
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図12 SK3 出土遺物（2)( I 99 ・I100 黄袖陶器）
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図14 軒瓦，主｜三瓦，丸正L (l 111- I 115 ・ I 117 ・ I 118 SK3, 
1116・ lll9SK4, ll20SK7) 縮尺 1/5
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京都大学本部構内 AW27I 又の発掘調査
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図15 鍬・鋤先（J 121 SK3) 
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図16 掛金，釘，縫（l122- I 125 ・I128 ・I130 SK3, I 126 ・ I 127 ・ I 129 SK5) 縮尺 1/2
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。

一＼ 一一一J、ミC ~ 、一一一J

図17 金銅製飾金具（ I 131 SK3) 縮尺 1/1

I 131 

5cm 

I 121 は，鍬あるいは鋤の先金。長方形型で、メj部は l直線形をなし，鍬の可能性がある。

内側に沿って Y 字状の袋部があり ここに装着した柄の台の一部とみられる木質が残る。

両耳部がややねじれており 使用の跡を物語る。 1 122 ・1 123 は掛金の壷金と肘金。 I

124 ・1 125 は鉄釘。 I 124 は頭部を U 字に曲げる。 I 128 ・ I 130 は録。 I 130 は， SK5 出

土例（ I 129 ）と同様に，左右の先端部に長短がある。

I 131 は金銅製の飾金具。下部は八葉の輪郭をなす。中央部に雲形の形象を線彫りして，

その周囲を魚子で飾る。ト部中央に方形の釘穴を付し，表）自iと仮ljj自jに塗金を施している。
ころく

裏面には細かい槌き跡が残っている。春日大社蔵胡鎮の縁飾りの蝶形金具，神護寺蔵経l秩

の隅飾りの蝶形金具なとぐの形式化したものではなかろうか。また，青銅製品として，皇宋

通賓，型栄元賓，開元通賓，嘉:t;fi元賓，元豊j亘賓などの宋銭を中心とする銭貨が17 点出土

した。

このほか， SK3 からは炭化材，貝殻などが山十ムした。炭化材については，木材研究所

の協力をえて，樹種の鑑定をおこなった。その鑑定結果については，第 7節を参照された

い。また，貝殻については京都大学理学部地質学教宰の金沢謙F 牟氏に鑑定を依頼し，次の

ような所見をいただいた。出土した貝殻片の大部分をしめるアカニシは，学名を Ra戸ana

venosa (V ALECIENSES ）という。棲息時は，殻の口が赤く，アカニシの名前がつけられ

ているが，出土標本では風化によって退色している。この巻只は，内湾の潮間帯から水深

10 ～ 20 m くらいの砂泥底に多く住み，食肉性で他の貝を食べる。化石としても，よく見

つかる。卵嚢は，長万ホウズキと呼ばれる。肉は食用になる。北海道南部から中国本土沿

岸にかけて分布する。このアカニシは，中世鎌倉の都市遺跡で比較的頻繁に出土しており

〔河野83 〕，当時の人々の食用として一般的なものであったと考えられている。
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京都大学本部構内 AW27 医の発掘調査

5 近世の遺跡

(1) 近世の遺構（図版 4 ・5，岡18 ・19)

調査区北半は，建物の基礎などによって遺跡が広範囲に破壊されていたが，中央から南

半で，道路 SFl, i誇SDI ，野蛮 SE I-SES ，柱穴群を検出した。

道路 SF! 実験排水路などによって部分的に破壊されていたが，調査区南端で東北東

から西南西にはしる道路を検出した。東に隣接する AW28 ・ AX28 の両区で検出された道

路の西に連続する部分にあたり，近世には白川道と呼ばれていた道路である。道路は南に

ゆるやかに下がる傾斜地を切り通し，北側に崖而をつくって造成していた。路而は I-V

の5而を認めることができた。このうち， II - IV 面は小磯を一面に敷いて堅くたたきしめ

て一種の舗装を施している。 I面は均質な灰白色の細砂がH面を覆い，さらに南に張り出

して分布していたo SF ！廃絶前後の整地土の可能性があり，堅い面を形成していない点か

ら，路面としての長期におよぶ利用は考え難い。 V而は傑敷をしない最初の路面で多数の

轍が検出された。轍は AW28 区でも認められたように 3筋に集中する仰、JnJ があり，もっ

とも古い轍は最大幅 40cm ，深さ 40cm をはかる。轍には砂礁が堅く詰まり，それが数層

に層をなして観察されるものがある。また，幾条もの轍が複雑に切り合っており，たび重

なる路面の補修や轍を形成するような頻繁な車輔の往来が考えられる。

V面の道幅はほぼ 4.5m で道は新しくなるにしたがい，南にずれている。 H面では溝

SDI を検出しており，側溝と考えるならば， H闘の道幅は 3.5m ほどとなる。道路は時

代が新しくなるとともに，南にずれ，かっ道幅は縮小する傾向にあったようである。また，

I
E
E
W
V
 

＼

＼

 

Ixニ 1735
SD1 務供二ヲミアてTZ
併以 I ¥ ,,-',./ 158. 5m 

l ト弓 引f勺♂／
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H’I略

B' 

B 

0 2m 
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図18 道路 SF ！の断由縮尺 1/50
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Sm 

図19 道路 SF ！の変遷縮尺 I/200

X=I732, Y 二 2395.5 付近でV面を掘り込んで土瓶 (I 133 ）を既設した小土坑を検出した。

掘形は土瓶の大きさと一致し，口縁部には内面を上に向けた土師器皿で葦をしていた。

講 SDI SF! H検出面iで確認された。道路と平行にはしり，その北側には路面が認

められない点から SF トHにともなう側溝と考える。

野壷 SE ！～SE8 SE ！および SE2 はSF ！の北側に位置し， H音版色土上出で検出したo

SE ！は漆喰製の枠をもち， SE2 は掘形底部に桶の底板と枠の痕跡、が残っていた。いずれ

も， SF ！の新しい段階に対応するものであろう。 SE3-SE8 はSF ！の南側の道沿いに，暗
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京都大学本部構内 AW27 [5Zの発揃調査

灰色粘質土を除去した段階でならんで検出した。桶の痕跡は残っていなかったが，これら

に対応する野壷群を AX28 区でも検出し，木製桶の痕跡を確認しているため， SE3-SE8

の野査群にも木製桶が設置されていたものと考える。これらは層｛なからみて， SF! Vに

対応するものである。

柱穴群 柱穴群は SF ！の北側から調査民中央部にかけて認められたo SF ！の北側は近

世の畑作土と考えられる暗灰色土がひろがっており 柱穴群は畑作にともなう柵状の施設

と考えることができる。

(2 ）近世の遺物（肉版 9，阿20 ・21)

道路S日，野壷，暗灰色粘質土， H青）火色土から近世の土自iii器，陶政器，伏見人形，泥面

f ，ガラス製箸，瓦が/I＇.土した。以下， SF ！の各路面， SE5, ff山氏色粘質土から/I'.土した

土師器，陶磁器について詳述する。

SF! V 出土遺物（ I 132 ～ I 139) I 133 は最下面を掘り込んで煙設されていた土瓶。

底部以外に鉄粕を施し，胴上部と胴下部の 2箇所で凶曲する形態を呈する。注ぎ口先端は

埋設前に打ち欠いている。 I 132 はI 133 を蓋していた十師器皿で、見込みに圏線を施す。 1

134 ～ I 137 は染付椀。 I 134 は外面に線描きによる草花文，口縁内面に雷丈を， I 135 は口

縁外面に唐草丈を施す。 I 136 ・ I 137 は外面に青磁紬がかかる。 I 138 は染付葦。上面に

始、府草丈を描く。 I 139 は葎の胴下部。全体に鉄紬がかかる。

SF! III 出土遺物（ I 140 ～ I 156) I 140 は土師器皿。 1 141 は灯明皿， I 142 ～ T 145 

は灯明受皿。 I146 は焼き締め陶器の士瓶蓋。上部に湯気抜きの小孔をもっO I 147 は陶器

蓋。受け部を除いて灰緑色の紬がかかる。 I 148 は仏飯の脚部。糸切りの底部を除き，灰

緑色の粕がかかる。 I 149 ・ I 150 は行平。 I 149は蓋受けを露胎にし，鉄紬をかけ，~び

飽を施す。 I 150 は把手。「書」の押印がある。 I 151- I 154 は染付椀。 I 152 は口銭を施

し， 1 153 は線描きで丈様を描いている。 l 156 は染付蓋。上面に草花丈を描く。 1 155 は

色絵椀蓋。

SFI H 出土遺物（ l 157 ～ I 161) I 157 は士瓶。蓋受け以外に鉄税がかかる。 I

158 ～ l 161 は染付椀。 I159 は輪郭を陰刻で描いた後， i農みで中を塗りつぶしている。 I

160 は古祥句を配する。 I 161 は口緑が玉縁状を弔する。

SDl /l＇.土遺物 (I 162- T 170) T 162 は陶器阻。濃緑色の紬がかかり，内而に雷丈，

見込みに梅花丈を施す。 I 163 ・I 164 は土瓶蓋。 I 163 は外面無紬，内面は灰緑色の紬地

に黄白色の紬を刷毛塗りしている。把手のついていた痕跡が残る。 I 164 は焼き締め陶器。
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近世の遺跡

外而下部と口縁内面に布日痕があり，他の部分は指おさえの痕が残る。 I 165 は行平の蓋o

U 縁露胎で他の部分に鉄柚を施す。 I 166 は陶器鍋。外出胴下部を露胎で残し，他の部分

に鉄粕をかける。口縁部に欠き込みを有する。 I167 ～ I 169 は染付椀。 I167 は口縁部に

飛鶴丈を柿き，胴干部に鏑をいれる。 I 168 は同様な文様をもっ例が本部構内 AT27 医〔五

十）1181), AX28 区〔五十川83 〕， AX30 区〔清水芳 89 〕など，多くの地点より／H士してい

る。 l 169 は鮮やかな青色を呈しており純度の高いコバルトを使用していると考えられる。

丈様は型紙摺りによる。 I 170 は染付皿。 U 縁部を小波状にっくり，日銭を施している o

SF ト I出土遺物（I171) I 171 は土瓶。内山露胎にし，外面には青色の柚で丈様を

描き，透明な紬を全体に施している。

SE5 出土遺物 (I 172) 1 172 は土師器皿。見込みに圏線を施す。

時灰色粘質土下半Ill士遺物 (It73-lt92) 1173 ～ I 176 は土日rli器皿。 i177 は焼塩

辛蓋。指押えのため上l自iがややlllJ んでいる。内面に布日圧痕を残す。 I178 ～ I 180 は陶器

腕。 I178 は白色紬，鉄紬で飛鶴文を描く。 1 179 は底部を除いて黄！火色の柚を施す。 I

180 は底部を除き天目袖を施す。見込みに目痕が残る。 I181 は陶器蓋。 I182 は土師質鉢。

体部に指押えの痕が残る。 1 183 は陶器鉢。口緑は外へ折り曲げて玉縁にし灰緑色の紬

をかける。 I184 ～ I 190 は染付椀。 I185 は外面に菊花丈を施す。 1 189 は器壁が薄く， i高

台の高い広東椀である。 I 190 は見込みに「年製」の銘がみえる。 1 191 は染付皿。畳付け

に離れ砂が付着する。 I 192 は染付葉。外出と口緑内面に草花丈を描く。

時灰色粘質土上半出土遺物 (I 193- I 21s) l 193 は土自rJi 器Jill 。I194 ・ I 195 は陶器

灯明山。 I196 ～ I 198 は陶器椀。 I196 は剣頭文を鉄絵で描く。 I197 は麦藁手の椀。 I 

198 は淡青灰色の紬を施し，貫入が生じている。 I 199 は陶器蓋。上Hif に青版色の紬を施

す。 I200 ・I201 は土瓶。 l200 は受け部のみ露胎にし 淡緑色の粕をかける。 I201 は内

而を露胎にし，外面に灰緑色の紬をかける。 I 202 は淡版黄色の粕をかけた陶器向付。 1

203 ・I204 は陶器鉢。 I203 はU 縁に白色紬が厚くかかる。 I204 は焼き締め陶器。 I205 

は陶器油壷。 I206 ～ I 209 は陶器蓋。 I209 は行平蓋。口縁を露目台にし，鉄紬をかけ飛び

飽を施す。 I210 は焼き締め陶器鉢。口緑内外面に指押えの痕が残る。 I21 1～ I 213 ・1

215- I 21s は染付椀。 I21 1は口銭を施す。 I212 はI168 と同ーの文様を描く。 I215 は

AT27 区で同型品が出土している。 I217 は見込みに五弁花を施す。 I218 は高台内部を蛇

ノ日状に削り込み，紬剥ぎしている。見込みには線描きで文様を描く。 r214 は色絵椀。

内面は下絵染付，外面には赤色紬で上絵1-J けを施す。焼継による補修がある。
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京都大学本部構内 AW27 区の発掘調査
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）主；都大学本部構内 AW271 天の発掘調査

6 出土炭化材の樹種

京都市左京医吉田本町に所在する京都大学本部構内で 工学部電気系学科等の校舎の改

築にともなう同敷地内 AW27 区の遺跡の発掘調査がおこなわれた。調査の結果，中tit・

近世の遺構が検出され，そのうち大量のゴミ投棄坑と忠われる土坑 SK3 から，炭化材を

含む様々な遺物が出土した。京都大学埋蔵文化財研究センターの依頼により，同遺跡から

出土した炭化材 14 点の樹種の同定をおこなった。なお，炭化材とともに出土した土器か

ら，出土炭化材は鎌倉時代（ 13 世紀中葉）のものと考えられている。

試料の大きさは小さいもので前任 1 仁m ，長さ 2cm ラ大きいもので直径 3cm ラ長さ 7cm

ほどであった。同試料を子であるいは片刃の安全カミソリを用いて割り，横断面，柾日

而，板目面の三断）白iを作り，それぞれについてウルトラパーク（ライツ社製）の反射顕微

鏡で観察ならびに写真撮影をおこなった（凶版10 ・11）。なお，用いた対物レンズは 1I 1青

と22 倍であった。

観察結果は表 Iに示したように，クマシデ属 l点，アカガシ亜属 l点，コナラ節 l点，

ブナ 4 }.':i.，クスノキ科 2 }.':i.，カエデ属 l点，モチノキ属 1点，ハイノキ属？ I点，散孔材

2 ｝.！で、あった。同定した試料数が少ないのではっきりしたことは言えないが，ブナが 4 点

｜司定されていたことが日についたO

表 1 SK3 出土炭化材の樹種

番号 地区 遺構 樹種 写真

AX28bl SK3 フナ 図版10 I 

2 AX28bl SK3 西 モチノキ属 図版10 2 ・3

3 AX28bl SK3 西 散孔材A 図版10 4 

1 J¥X 空Sb! SK3 束 ノ、イノキ属ワ 同版10 5 ・6

5 AX28hl SK3 束 クスノキ科 同版10 7 ・ 8 

6 AX28hl SK3 西 コナラ節 閃版10 9 

7 AX28bl SK3 束 クスノキ科 図版1I 10 

8 AX28hl SK3 東 ブナ 図版l1-11 

9 AX28bl SK3 東 ブナ 図版11 12 

10 AX28bl SK3 束 ブナ 図版1I 13 

11 AX28bl SK3 束 クマシデ属 図版1I 14 ・15

12 AX28bl SK3 束 アカガシ血属 閃版1I 16 

13 AX28b2 SK3 カエデ属

14 AX28b2 SK3 散孔材 B l吋版11-17 ・18
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出土炭化材の樹種

観祭をおこなった炭化材の顕微鏡写真を岡版10 ・llに示した。樹種名のあとの括弧内の

数字は表 lの試料番号をあらわす。なお，樹種｜寸定は次の拠点によった。

クマシデ属 Carpinus L. やや小さい道管が放射方向に数個複合する。道管は単穿孔と

階段穿孔を有する。放射組織は同性で］－3刊となり，集合放射組織が存在する。

アカカシ）帳属 Quercus L, Subgen. Cyclobalanopsis 大形の道管が放射方1GJ に間隔を

あけて配列する。道管は単穿孔を有する。放射組織は，単列放射組織と広放射組織からな

る。

コナラ節 Quercus L., Subgcn. Lepidobalanus, Sect. Prinus Loudon if 輪始めに大形

の道管が並び，年輪の外周部で、は小さい道管が多数見られる。放射組織は単ダlj放射組織と

広放射組織からなる。

ブ ナ Fagvs crenata Blume 道管の大きさは中庸で均」に多く分布する。道管は

単穿孔と階段穿孔を有する。放射組織は，カシ類やコナラ類ほどではないが広放射組織を

有する。

クスノキ科 Lauraceae 道管は大きさが中庸で散在し，大形の柔細胞により固まれ

る。道管は単穿孔と階段穿孔を有し，側壁には，らせん肥厚が見られる。放射組織は異性

で 1-3 細胞幅。

カエデ属 Acer L. 道管の大きさは中庸で散在する。道管は単穿孔を有し，側壁に

は，らせん肥厚がみられる。木口面で柔細胞群が特徴的な模様をつくる。放射組織は｜司性

で 5-6 細胞のものが多い。

モチノキ属 flex L. 小さい道管が放射方向に 4-6 個以上複合するのが目だつ O 道

管は階段穿孔を有する。らせん肥厚がみられる。放射組織は異性で、数細胞幅となる。

ハイノキ属？ 砂mplocos jacq. 木口而で非常に小さい道管が単独ないし 2倒複合し，

多数均一に分布する。道管は階段穿孔を有し，階段の数は多い。また，道管ならびに本繊

維の側壁には，らせん肥厚がみられる。放射組織は異性で，］－ 3細胞幅。試料番号 4 が

該当するが道管の単位而積当りの分布数がやや大きいきらいがある。

散孔材A 道管の大きさは中庸で，ほほ単独で散在する。道管は単穿孔を有し，側壁

にはらせん肥厚がみられる。

散孔材 B 小さい道管が多数散在する。道管は階段穿孔を有する。放射組織は列数が

少ない。
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京都大学本音｜河誇内 AW27 I豆の発掘調貸

7 小結

(1) 中世の歴史的景観

近世の白川道に先行する中世の道路遺構については，本部構内の東北隅にあたる AX30

区の調査によって近世白川道の南側に平行して存在することが判明している〔清水芳 39 〕。

今回の調査区と AW23 ・ AX23 の両区でも，近出：白川道の北側に道路遺構が存在しないた

め，ここでも近世白川道の南側にこれと平行する中世の道路を想定できる。これは，丈献

に今道越，志賀ノ山越などとして記載され，京都と近江坂本を結ぶ短捷路として活用され

た道路であたることが確実である。調査区南部で検出した中世の講 SD4 ・ SD5 は，この

道路にほぼ平行する方向を示すものとみられ，これに規制されたことがわかる。ーゐ方，溝

SD2・SD3 や柵 SAi ・ SA2 の示す方位は，周辺の中世の遺構の南北の方位にほぼ一致して

いる。この地割りの南北の方位は，近世の地割りにはほ踏襲されている。

土坑 SK3 に埋積していた遺物には，食器類，食物の残浮，建築用材などがあり，各種

の廃棄物が大量に投棄されていたことがわかる。東に隣接する AX23 医で，この SK3 と

ほぼ同時期の大量の遺物を埋積した士坑 SK51 を検出しており，両土坑の出土遺物に長合

しうるものがかなりある。 SK3 や SK51 は ほぼ同時期にあいついで掘削されて廃棄物が

投入された一連の土坑であり この一帯は 13 世紀中葉ごろ大規模で集中的な廃棄場所と

なっていたのであろう。

さて，本部構内では中世前半の遺構として， AT27 ・AX23 の両区で白色砂を採取した

跡とみられる不定形土坑〔五十川31 ・33 〕， AT27 区では土横墓群〔五十川31 〕， AT29 区

では小規模な掘立柱建物と土坑〔泉・飛野36 〕が，それぞれ検出されており，この地域の

中世における多様な土地利用がうかがわれる。この吉田界隈には中世において文献から，

藤原北家勧修寺流の人々の邸宅や吉田社を中心とする構が存在したことがわかる〔浜崎

33b 〕。しかし，今固までの調査をみるかぎり，京都大学本部構内の地は，これらの宅地

からややはずれた位置にあり，中世前三r二において，耕作地，土砂の採取地，墓地，そして
廃棄場所などがモザイク状に混在し，その間をぬって京都と近江坂本を結ぶ志賀ノ山越道

が通じていたと考えられる。また， 14 世紀後葉以降の遺構は少なく，中世後半には耕作地

と化していったと考える。そして，近世にはほとんどの地域が吉田社領として，一面の田

畑に変貌するのである。こうした農村の耕地を中心とする景観は，明治20 年に京都大学

が，この地に設置されるまで存続した。
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小結

(2) 黄袖陶器繋

黄粕陶器の生産地は，福建省泉州の昔江県政雀窯とみられ，福建省泉州海外交通史博物

館によって，童子山 l号窯跡の試掘調査が実施されている〔福建省泉州外交史博80 p. 31, 

陳ほか 82 pp. 495 6）。とくに， I.HJ先銘氏が紹介した同窯出土品の鉄絵の文様構成（閃

22-1 ）は， II99 に類似する〔鴻80 pp. 9, 21 ，出光美術館編82 p. 169 〕。また，陳鵬・黄天

柱・黄宝玲の諸氏による報告によれば，「福海存LlJJ の四字のみられるものがあり， I 99 

は，図221の中心花を文字に置き換えたもので，ほほ磁竃窯の製品とみてよいだろう。

黄粕陶器盤のうち，平縁で底部中央に花を描くものには，長野県飯田市の伝中村経塚／［＼

士品（図23 1）〔東博編78 p. 28 ，亀井79 p. 290 〕，福岡県鞍手町中屋敷遺跡〔福岡県教委79 p. 

76 ），福岡市店屋町のA・B区32 号土坑〔福岡市教委84 p. 55 〕などがあり，類品には京ノ隈

2号経塚出土品〔東博編78 p. 28 ，亀井79 p. 277 〕，福岡市博多医冷泉町出土品〔福岡市教

委82 p. 104 〕，大宰府条坊跡 19 次調査出土品〔太宰府市教委84 p. 32 ）がある。店屋町32 号

土坑では， 13 世紀中葉一 14 世紀前葉の遺物と共伴しているが，玉縁日縁の幣も出土してい

る。また，龍を描いたものは，博多医上呉服町の541 土坑出土例（同23 3）〔福岡市教委88b

pp. 156 7〕や上呉服町所在遺跡21 号井戸/!J土品〔福岡市教委88a p. 21 〕は 12 世紀前葉ごろ

の遺物を共伴している。 」方，玉縁日縁で中心花を葉が丸くめぐるものには，博多区祇闘

町 SKOl 出土品（同23 4）があり 12 世紀中葉ごろの遺物が共伴している〔福岡市教委85 ）。

。 20cm 

図22 章子ILi 1号窯跡出土黄紬陶捺盤の鉄絵縮尺約 1/5
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示都大学本部構内 AW27 ［豆の発掘調査

章子山窯／H土品に，これと同趣のものがある（阿22 一2）。中心の花から葉が四方にむかつ

て十字形に伸びるものは 福岡市博多民冷泉町所在の遺跡出土品（図23 5）〔福岡市教委

32 p. 69 〕，博多区店犀町の遺構外からの出土例〔福岡市教委34 p. 100 〕があり，ともに玉

縁状の口縁をもっO I 99 と同趣のものは，九州では良好な例は少ないが，鹿児島県川内市

西ノ平遺跡で小片が/1'1 土している〔鹿児島県教委33 p. 309 〕。

京都においては，平縁のものでは，京都大学病院構内 AFI4 区で， 12 世紀中葉の SE30

から出土している〔京大埋丈研3Ia 同版13 〕。左京四俊三坊十三町遺跡 SE734 出土例は，

12 世紀前葉にかかるものであり〔古代学協会34 p. 25 〕，京都における黄粕鉄絵盤の最も古

いもののひとつと考えられる〔堀内・山田39 p. 104 〕。口縁部を欠失し，小破片であるが，

さきにみた黄粕鉄絵盤の諸例から，平縁の日縁形態をもつものの可能性が高い。一会方，玉

縁日縁のものは， I99 ・IJOO をはじめ，左京八保三坊遺跡 SD25 〔京都市煙丈研32 阿面21 〕，

左京八候三坊遺跡G4PI9 〔占代学協会33 p. 59 〕，左京八候三坊二町遺跡井戸 9 〔古代学協

会35 p. 89 ），左京四修三坊十三町遺跡 SK57I 〔古代学協会34 p. 33 〕，烏丸線内遺跡 No.80

地点土坑51 〔京都市烏丸線JAJ 遺跡調査会82 図版137 〕，内膳町遺跡 SE326 〔京都府教委80

p.217 〕などから出土しており，ほほ12 世紀後葉から 13世紀後葉にかけての年代を示す土

器と共伴している。とくに I 99 と左京八候三坊二町遺跡井戸 9，鳥羽離宵跡〔京都市埋

丈研33 図版22 〕の出土品は同型式とみられ，比較的／l'i土頻度が高い。また， I 100 は，福

岡市博多区冷泉町所在の遺跡、出土品に類似する。

以上のように，平縁のものは 12 世紀前葉には確実に存寂する。また，九州、｜では12 世紀中

葉，京都では 12 世紀後葉に，玉縁日縁が確実に出現する。そして， 13 世紀には良好な資料

として平縁の出土例はほとんどなく，玉縁日縁が圧倒的となる。 12 世紀中葉一後葉の時期

はi斬移的な時代といえる。さて，黄袖陶器盤とほぼ同形の版紬陶器が，瀬戸古窯主！；群の水

無瀬中学窯，釜ヶ洞 l号窯などで生産されており，前者は 12 世紀後葉～ 13 世紀前葉，後者

は13 世紀中葉の年代が考えられている〔愛知県教委35 pp. 27, 30 〕。ともに玉縁日縁の形

態を示し，これらは，玉縁日縁の黄袖陶器盤を模倣したものと考えられる。さきに述べた

ように，京都では玉縁日縁の出現は 12 世紀後葉ごろとみられるが，それと相前後して生産

されたのであろう。とくに， SK3 から出土した I99 は，類例の比較的多い型式のひとつ

であるが， 4個の円弧の中央に花を置くかわりに，丈＇ j: をひとつずついれて，「福海書J[JJ

の古祥句を描いている点で，類例のない特殊なものといえよう。また，その年代も文様構

成が同じである諸例を勘案すれば， 13 世紀の前葉～中葉ごろのものと考えられる。

32 



最古
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5 6 。 50cm 

図23 口本各地出土の黄勅陶；器撤（I長野・束中村経塚， 2福附・京ノ限 2 ~－経塚， 3 福岡・
博多呉服開J, 4縮刷・博多上祇同町， 5福凶・博多冷泉町， 6京者II ・京大構内 AW27 区）

33 



京都大学本部構内 AW27 [;Zの発掘調会f

(3) 白川道の変遷

白川道は荒神橋から北白川，山中をへて近江坂本に至る街道の一部にあたる。この道は

古代・中世には著名な街道であったが，近世に至っても京都と近江を結ぶ街道のひとつと

して利用されていた。すでに本部構内 AX30 ・AW28 の両区では SF ！に連続する近世後半

の路面が検出されており〔岡田・古野80 ，五十川83 〕，近世白川道の位置や規模・形態が

次第に明らかになりつつある。白川道の遺構である道路 SF ！とこれに関連する遺物につ

いてf会討を加える。

道路の造成の時期については，道路最下面や道路南側道沿いの野章埋土，暗灰色粘質土

下半出土の遺物の年代を手がかりとすることができる。線描きでi農みを使わない丈様をも

っ染付（I 134 ）や広東椀（I 189 ）は， 18 世紀後半に出現するものであり〔大橋84 ），ま

た，他の陶磁器，十ー師器について確実に 18 世紀の前半に遡るものは認められない。これら

から今回検出した白川道は 18 世紀後半に造成されたとみることができょう。

ここで白川道の造成について，別の材料から検討してみよう。本調査区の東，約 100m

に佼置する AX30 区では中世後半の道路遺構が検出されている。この道は，近世後半の白

川道より南へ 20m ほどずれていることが判明している〔清水芳89 〕。また，『兼見卿記』

天正 3 (1575 ）年 2月15 日・同年同月 26 日・同年 3月 3 日などの各条には，安土に居住し

ていた織田信長が白川，吉田の郷民に道路の新設を命じた記載がある。こうしたことから

白川道がその位置を若干変えつつ，何度か新たに普請されていることは明らかであろう。

路面上の補修だけではなく 洪水による自然災害などによって道路が大規模に損壊した場

合には，その杭置をずらして新たに道路を普請することがおこなわれたとみてよい。今回

検出した道路の北側はー占段高くなり，近目：には畑地が広がっていたと考えられることか

ら，この付近での道路の新たな普請は徐々に北側へそのルートをとりながらおこなわれた

と推定できる。このことは たび重なる洪水などによる被害を より高所に路而を移動す

ることによって，避けようとした結果とみるべきであろう。

利用年代，廃車色の時期については， 上層の路面中や陪！火色粘質士上半ーから出土した遺物

が問題となる。 I153 ・ I 21s にみられる線描き文様は，先述したように 18 世紀後半以降の

ものである。また， I 214 の焼継は 19 世紀初頭に成立した技法であり〔清水尚 88 〕，資料は

それ以降のものとみることができる。 I168 ・I212 は瀬戸市かみた第 2号窯で｜百j型品が生

産されており， 19 世紀後半以降の年代が与えられている〔愛知県教委75 〕。このほか， l 

163 の土瓶蓋は同型品が，病院構内 AFl9 区の SXl から出土し，共伴遺物から 19 世紀中葉
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小結

図24 『改正京町御給同細見大成』
慶応、 4 (1868 ）年

と考えられている〔浜崎・宮本87 〕。また， I 215 の同型品が本部構内 AT27 区の堀 SDI

から出土し〔五十川81 〕，堀 SDI は幕末に設置された尾張徳川藩邸の空堀とみられるた

め，同例は 19 世紀後葉と考える。一方， SF! E に付随する SDI Ill土の I 38 は発色の鮮や

かな化学コバルトを用いており，明らかに明治時代に降る。

以上の事実をまとめるならば， SF ！は 18 世紀後半に普請され， 19 世紀前半，幕末をへて

明治時代まで利用されていたと推定できる。そして，廃絶の時期については，従米から想

定されていたように｛岡田・吉野80 〕，明治20 年に第三高等中学校がこの地をとりこんだ

時点と考えるのがもっとも妥当で、ある。

ただし，廃絶の時期については幕末におかれた尾張徳川藩邸との関係を考慮する必要が

あろう。尾張徳川藩邸は丈久 2 (1862 ）年から明治 3 (1870 ）年の間，この地付近に設買

されたことが『京都坊目誌』に記されている。また，慶応 4 (1868 ）年刊の絵図『改正京

町御給園細見大成』にも描かれており，尾張徳川藩民IIが白川道を寸断していることがわか

る（図24 ）。このため，今回の調査区が藩邸の範囲に含まれるかどうかが廃絶の時期を決

めるうえで問題となるわけである。

この点については，本調査区の南，約 160 m に位置する AT27 医の調査結果が手がか

りとなろう〔五十川81 〕O AT27 区の調査では幕末の堀 SDI を検出している。この堀は，

尾張徳川藩邸を区両する空堀の東南間にあたることが絵同等との比較検討の結果，判明し

ている。本調査区は，この堀の北への延長線上よりも束に位置している。また，同調査区

では堀の東側で南北に延びる道路も検出しており，本調査区西側に隣接する地点付近で白

川道と合流していたと想定される。尾張徳川藩邸によって一部が寸断されたとはいえ，こ

うした道路を迂回路として利用することによって，白川道は利用され続けたと考えて矛盾
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はないであろう。

道路の規模や形態については AW28 ・ AX28 区の調査成果とほぼ同様の状況を確認し

たが，年代が新しくなるにしたがって，道路幅が l m ほとご縮小していること，また轍が

残らなくなることが今回明らかとなった。これは，交通量の減少あるいは交通形態の変化

を反映していると考えられる。

天保2 (1831）年刊の『改正京町旧細見大成』によれば， 19-tH:紀前半には今出川口から

北白川に至る道（現在の今出川通り）が新設されており，先に述べたように，幕末には尾

張徳川藩邸が白川道を寸断している。白川道に隣接した道路の新設，白川道の分断という

蕨史的変遷にともなって この地付近の白川道は中：輔が行き交う街道としての役割を低下

させつつあったと理解することができょう。こうした役割の変質が道路幅の縮小や轍が残

らなくなるといった変化に結び付いているのであろう。

最後に，路面V を掘り込んで土瓶を埋設した小土坑について検討する。掘形は土瓶の大

きさと一致し，一部土瓶の内部に落ち込んでいたが内而を上に向けた土師器皿で蓋をして

いた。類似した例としては AT27 区の調査で道路下に埋設されていた後産埋納士器いわ

ゆる胞衣壷をあげることができょう〔五十川81〕。

胞衣査は民俗例によると専用の容器を使用した場合のほかに，葦や素，土瓶あるいはほ

うろくなどの日常容器を転用する例があり，埋設場所には地域色が認められるが戸口，

庭，床下，道の辻等があるという〔木下81〕。また，近世遺跡の調査研究の進展とともに，

考古学的な調査例も増えつつある〔伏見城研究会90 ，大阪市文化財協会90 〕。

土瓶を胞衣壷として利用した考古学的事例は福岡県門田遺跡〔福岡県教委78 〕や佐賀県

金立開拓遺跡〔佐賀県教委84 〕で発見されている。いずれも墓地の寸阿に埋納されてお

り，土師器の皿で蓋をしていたものもある。本例についても，使われた容器や県設場所，

埋設形態から胞衣壷である可能性が高いと考えている。ただし，道路の普請にかかわる祭

）配に関連するものとみることも可能である。ここでは 胞衣壷の可能性が高いことを指摘

するにとどめ，さらに類似資料を検討することによって，性格等を明らかにしてゆきたい

とおもう。

本稿作成にあたっては，北九州出土の黄柚陶器について太宰府市教育委員会山本信夫氏

に御教示をいただいた。末筆ながら，お礼申し上げる。
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